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抹 冠 7 (本年皮は延朋)
課 題 8
前頭連合野と無名領との緑椎連絡について
藤 井 正 子 (東大 ･医 ･脳研)
無名質はコリン作動性線維の起始として有名で
あり.大脳皮質への遠心路が粒々論議されている｡
そこで.特に前頭連合野との関係を.日本ザルで
検討することにした｡
方法.二項の日本ザルをFTlい.胴定位W定法円
に固定した脳中に.脱方は近にJ:り.il:別針を挿
入し.麦芽アグルチニンと西fY･:わさびペルオキシ
ダーゼの結合物水溶液 (2.5%)杏.0.1-0.0
2JLBを注入した｡注入後48時間動物をJ三-(I-さ
せ.濯流固定した脳は連続切片とし.テトラメチ
ルペンチヂン法により処W.し.王として逆行性軸
系流によって迅ばれる仇W勿TIの追跡により.求
心路の検討を行なった｡
紡架｡日本ザル二頂において.注入針はいずれ
も内方にそれ.一方は内側視索前野.他方は無名
質の内側緑を含む外側視索前野を中心とする注入
部位となった｡前者では.前頭連合野に標識細胞
を見出することが出来なかった｡ ただ.視床下
腹内側核と外側隆起核に密袋した標識細胞柴田を
認めることが出来たのは副産物であった｡無名質
の段内側部を含む後者の側では,畠の最前部を覆
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